
‭むかしの くらしの智慧 を現代に‬‭　‬
‭ふぞろいの 麦わらストロー プロジェクト‬

‭　　‬

‭はじまり　   Story     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭英語の”Strow”は 和訳すると”麦わら”。‬

‭「子どものころ、麦畑の藁（わら）をストローにしてジュースやら飲んだんよ」　‬

‭ある高齢の方から、その昔、日本でも麦わらをストローとして使っていたという経験を教えてもらい‬

‭ました。‬

‭いつしか世の中が豊かになり、安く便利で丈夫な優れた素材であるプラスチック製のストローが当た‬

‭り前の時代になりました。ところが、プラスチックは分解されることなく残り続けます。わたしたち‬

‭人間による地球環境汚染が社会問題化している今だからこそ、先人たちの「くらしの智慧」である麦‬

‭わらストローを現代に蘇らせたい。‬

‭きれいな黄土色からこげ茶色まで、バラバラの見た目。太さや長さだってそれぞれちがう。‬

‭ふぞろいのストローですが、これこそが自然が作ったカタチです。‬

‭自然の力を活かし、プラスチックに変わる環境にやさしいストローを。‬

‭わたしたちはこの活動を通し、サステナブルな社会へのきっかけづくりを行いたいと考えています。‬

‭とりくみ‬‭（農業×福祉）‬‭　Action　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭大麦を手で収穫し、乾燥させ、1本ずつ節をカットして、皮をむいて、洗って、乾かして…‬

‭麦わらストローやヒンメリ作りは工程が多く、さらに手作業でないとできないため、最初は製品化す‬

‭ることは難しいんじゃないかと思われました。‬

‭しかし、農業と福祉を組み合わせることで「それぞれの可能性を広げる活動」にできるんじゃない⁉‬

‭そんなきっかけから両者がタッグを組んで取り組むことになりました。‬

‭お互いの強みを生かし、一人じゃできないことも協力すればきっと乗り越えられる。そう感じていま‬

‭す。‬

‭生産者（農業）　　　　‬
‭　‬

‭　　‬‭環境にやさしい取組みを広げたい　‬

‭　　地域を活性化したい‬

‭　　でも　手間とひまのかかる加工作業はできない‬‭　‬



‭　‬ ‭　‬

‭　‬ ‭　‬‭高齢者施設（福祉）‬

‭高齢になっても認知症があっても できることって‬

‭　　まだまだたくさんある　‬

‭　　だから、社会とつながりたい　でも　出番が少ない‬

‭麦わらストローの作品たち  　Products　　　　　　　　　　　　‬

‭　商品名　　‬‭ふぞろいの麦わらストロー‬
‭　サイズ　　長さ　150mm~ 　200mm 程度　‬

‭　　　　　　太さ　2.5mm~ 　3.0mm 程度　‬

‭　価格　　　500円（約15本入）/950円（約50本入）‬

‭　原材料　　もち麦・小麦　‬

‭　生　産　　株式会社 Liv.N（守山市）‬

‭　加　工　　社会福祉法人慈惠会 ゆいの里（守山市）‬

‭　商品名　　‬‭じぃじの作ったヒンメリキット‬
‭　サイズ　　長さ　150~180mm程度　‬

‭　　　　　　太さ　2.0mm~ 2.5mm 程度　‬

‭　価格　　　600円   約10g　(約50本入）‬

‭　　　　　　＊八面体モービルが4ヶ程度作成可能‬

‭　原材料　　もち麦・小麦　　‬

‭　生　産　　株式会社　Liv.N（守山市）‬

‭　加　工　　社会福祉法人慈惠会 ゆいの里（守山市）‬

‭｜使用上の注意｜‬
‭・麦類にアレルギーのある方はご使用をお控え下さい。‬
‭・この商品は見た目もサイズもふぞろいです。あらかじめご了解の上でご使用ください。‬
‭・天然の麦わらですので、強くつまんだり握ったりすると割れます。‬
‭・湿ったままにしておくとカビが生えます。湿気の多い時期は冷凍庫での保管をお勧めします。‬
‭・使用後は花壇や菜園にまくと土に還ります。‬

‭｜原材料の衛生検査について｜‬
‭天然素材のため食品衛生上の基準は存在しませんが、安心して使用いただくため以下の検査を実施しています。‬
‭　１．一般生菌および大腸菌群の微生物検査‬
‭　２．食品衛生法 食品、添加物等の規格　第3、器具及び容器包装 _ 合成樹脂の一般規格試験‬

‭2023.8.1‬
‭社会福祉法人慈惠会‬


